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令和３年 11月 30日 発行                         子どもたちが育てた「コスモス」 

「やっぱり読書って大事だよね。」 
                                              校 長  久永 浩幸 

  11 月は読書月間だったので，子どもたちがたくさん本を読んでいました。イベントである 24

日の読書祭りでは，読書標語の入賞者や 100 冊，150 冊を達成した子どもの表彰を行いました。

本校では，一人 100 冊達成を毎年目標に設定して取り組ませていますが，今年，200 冊を達成で

きる子が何名いるか，とても楽しみです。 

 

生涯の中で何冊本を読むか                           

 「小学校から高校までの 12年間，100冊ずつ読み続けたとしたら・・・」と考えてみました。

12×100＝1200冊です。仮に 100才まで生きることができるとしたら，100×100＝10000冊です。

ある時，文豪の芥川龍之介は，(わたしの式とは違うと思いますが)自分はいったい一生のうちに

どれくらいの本を読めるのかを計算したそうです。すると，一万冊にも満たないことがわかり，

非常にがっかりしたという話が残っています。大人になると，仕事が忙しく読書の時間を確保す

ること自体が難しくなります。わたしたち大人はそれを実感しているのですから，子どもたちに

「今のうちにたくさん読んでおいた方がいいよ。」と助言する，先輩としての責任があると思っ

ています。 

 

良い本とは何か 

 「大造じいさんとガン」の作者である椋鳩十先生は，「良い本との出会いは，立派な大人とな

るために大変大切なことだ。」と話されました。若い頃は，それほど深く考えることはありませ

んでしたが，最近，良い本とはどんな本のことなのか考えるようになりました。実は，わたしが

嘘をつきそうになると，小さい頃に母から言われた「嘘ばかり言っていると誰も信じなくなる

よ。」という言葉とともに，時々「オオカミと羊飼いの少年」の話が頭をよぎります。この話が

思い出されるのは，何度も読み，大好きだったからなのかもしれません。また，もしかすると，

子ども心にこんなことになったら絶対嫌だと強く感じたからなのかもしれません。少なくとも，

良い本とは自分の行動を決めるときに，ふと頭に浮かんできて，少しの間だけ考える間を与えて

くれる，そんなものではないかと近頃思っています。 

 

読み聞かせを聞いている子どもたちを見て 

 今のようにメディアが十分発達していなかった時

代において，大人たちは，子どもが選択に迷いそう

な場面を昔話や言い伝えにして話して聞かせていま

した。例えば，「悪いことをするな。」と言うので

はなく，悪いことをしてばちが当たった人のことを

お話にして伝えるということです。この方が，子ど

もには分かりやすく，不思議と心に響くからです。 

 読書祭りで，目を輝かせて重井さんの読み聞かせ

を聞いている子どもたちの姿を見ながら，しみじみ

「やっぱり読書って大事だよね。」と感じたことで

した。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域との絆を深め 地域と共に歩む  

住用に生きる一人として，住用の自然を守る 
11/13（土）の午後から，リュウキュウアユ産卵地の整

地作業を行いました。講師の又野さんをお招きして，中学生

と保護者の協力のもと，作業を行いました。冷たい水の中で

したが，子どもたちは精一杯頑張りました。きっと，子ども

の心には優しい心が芽生えたことだと思います。 

住用の子に光を！ ＜12月の行事予定＞ 

１日（水） 人権教室 

９日（木） 人権花の運動 閉会式 

２４日（金） 終業式 愛のパトロール 

 

 

＜1月の行事予定＞ 

11日（火） 始業式 

12日（水） 校内書き初め会 

18日（火） 鹿児島学習定着度調査 

※対象：５年生（19日まで） 

26日（水） 観点別到達度学力検査 

      ※対象：全学年（27日まで） 

 11/13（土）に，住用保育所，住用小中合同の学習発表会がありました。今年もコロナウイルスの影響

で，どのように実施するか心配でしたが，感染対策をしたうえで無事に開催できました。当日は地域や保護

者，教育委員会，住用支所など多くの方に来ていただきました。おかげさまで，子どもたちは学習の成果を

披露することができ，喜びいっぱいでした。この学習発表会では，改めて地域と学校の絆の大切さとこれか

らもともに歩むことの大切さを感じました。今後も，地域に根差した教育を進めながら，子どもたちが「も

っといい自分」を目指して，楽しく学校生活が送れるように，教育活動を進めていきたいと思います。 

全校児童生徒：合 唱 

低学年：生活科の発表 

中学年：総合の発表 

地 域 
中高学年：六調 

学 習 発 表 会 

中高学年：竿踊り ※指導者 重田 大介 様（西仲間） 

秋風に吹かれる秋桜 



 


